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1．林業契約文書の意義
　契約文書は古くから中国の人々によって使用されてきたが、それは人口の大多数を占める漢族
というエスニック・グループの文化装置であると一般に認識されている。確かに、今まで収集・
整理された14世紀以降の契約文書の多くは漢族の手によるものであり、台湾の平埔族以外には、
非漢族（少数民族）自身の手による契約文書の公表は皆無に等しかった。しかし、近年、苗
ミャオ
族が
残した契約文書が貴州省の錦屏県で発見されたことによって、この史料不足がにわかに補塡され
てきた。さらに、この文書は苗族が営んだ林業の仕組みを詳細に伝えており、その内容から非漢
族も日常生活の中で行なう様々な取り決めを明記するために、契約文書を盛んに作成していたこ
とが証明された。この文書群には未だ名称がつけられていないが、ここでは便宜上「貴州苗族の
山林経営文書」と呼ぶことにする。
　史料の内容は書き手によって異なるのは自明の論理である。それは書き手それぞれの立場の相
違に由来するものであり、民族集団が違えばその差異はさらに拡大する。だが、この文書群の学
術価値はただ苗族の手による史料という点に由来するのではなく、今までデータがきわめて少な
かった中国林業の実態を明示する内容を有しているからでもある。さらに、文書に見える林業経
営の仕組みを通じて、18～ 19世紀において地元の苗族が経験した社会・経済の変化を明確にし
得ることが可能になった点からみても、この文書群は西南中国非漢族の林業経営の仕組みに対す
る理解を深化させる可能性を秘めている。
　学術上の価値以外にも、貴州苗族の山林経営文書は「人間と生態環境の共生」という、きわめ
て現代的な課題に対して実例を呈示していることがこれまでの研究で判明してきた。17世紀以降、
苗族は経済利益を追求するため、自発的に山林経営を展開していったが、それによって生態環境
が大きく悪化する事態を引き起こしたと伝える史料は発見されていない。それは苗族が森林資源
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写真1　清水江流域の土地利用。村落付近の傾斜地には、棚田と広葉杉の植林が点在している（写真左手前）が、清水
江対岸の山々には植林地が広がっている。（1995年10月29日、錦屏県河口郷文斗下寨にて、写真・ダニエルス）
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の永続的利用を考慮に入れた造林を実施したからである。苗族が自然の有する資源回復能力や水
土保全機能を重視しながら、商業的林業を自然と共生させようと努力したイメージがこの文書を
通じて色濃くにじみ出ている。このような事例は歴史学者のみならず、環境学などに興味を有す
る人々も参考にする価値がある。
2．文書の伝来と点数
　山林経営に関する文書は貴州省東南部に位置する錦
きんぺい
屏県のいくつかの山村で作成されていた。
現存する最古の契約文書は雍正9（1731）年10月18日の「立賣山場杉木約」（写真2）であるが、18
世紀以前からこの辺りの苗族は地の利を活かして植林を開始していたと考えられる。船舶は、貴
州省東南部を貫流する清
せいすいこう
水江を通って、洞庭湖経由で全国経済の中心地である江南デルタ地帯へ
往来し得る。商人はこの水系を利用して内地の市場へと木材を容易に流送することができた利点
が、木材の商品化を進展させる要素にもなった。現存する文書の大半は、文
ぶんとうさい
斗寨と平
へいごうさい
鰲寨という
二つの村落の民間人の手に残っていたものである。文書は山林経営を行なった関係者の家に集積
されて残存した場合が多かったと思われる。
　学術研究のため文書を収蔵する動きは1960年代から開始した。貴州省民族研究所の楊
ようゆうこう
有賡教
写真2　最古の林業関係の契約文書。雍正9（1731）年10月18日の「立賣山場杉木約」。姜閔剛という人物が、
姜相云・姜茂云兄弟に、山場（山林）の所有権及びそこに植林された広葉杉を一括売却するとの内容の文書であ
る。山場は共同経営にかかり、各経営者の権利を明確にするため、全体を四つの股
こ
分
ぶん
に分割しているが、この契
約文書で売買の対象になっているのは、そのうちの一股である。その一股の代金として、姜閔剛は「銀二両」を
受領した。これは清水江流域において発見された最古の林業契約文書である。（1995年11月2日、錦屏県平略郷
平鰲寨六組姜文清氏宅にて、写真・ダニエルス）
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授は1960年代に文斗寨を訪れて490余件の契約文書を収集され、1980年代以降、これらの文書
を史料として清水江流域苗族・侗
トン
族の林業史・社会史に関する論文を発表された。王宗勲・張応
強両氏の報告によれば（参照文献7、11頁）、錦屏県檔案館には、雍正9（1731）年から1952年に至る
までの間に作成された文書が4000件ほど収蔵されているが、そのうちの89パーセントの文書が
苗族の居住する文斗寨・平鰲寨などの地で収集されたという。
　錦屏県には林業契約文書は一体どのぐらい現存しているかと問われれば、その総点数は不明と
しか言いようがない。上記の記述から公的機関には合計4490余件が収蔵されていることが分か
るが、民間の手に残っている件数は未知数である。1995年秋、筆者が楊有賡教授と共に文斗寨・
平鰲寨を訪問した際、目算では、村公所と民間には少なくとも3000～ 4000件が保管されてい
ると思われる。しかし、その総件数は中国内地の契約文書群よりはるかに少ないことは確かであ
る。たとえ高く見積もって総計1万件だとしても、その総件数は質量共に、数十万件と推定され
る安徽省の徽州文書の足元にはとうてい及ばない。
3．『貴州苗族林業契約文書匯編（一七三六～一九五〇年）』の編纂・刊行
　この山林経営文書の一部を整理して出版した資料集としては、唐立・楊有賡・武内房司主編
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（一七三六～一九五〇年）』史料編と研究編、全三巻、東京外國語大學
國立亞非語言文化研究所出版、2001～ 2003年、（以下『匯編』と略称）が挙げられる。本書の史料編
には合計857件の契約文書が収録されており、最古の文書は乾隆元（1736）年3月23日の山林断
賣契である。文書は1件ずつ影印と釈文並列という形で掲載されている。
　『匯編』所収の文書のうち、490余件は1960年代に楊有賡教授によって収集されたが、その残
りは1994年8月、楊教授が学習院大学の武内房司教授と共に錦屏県を訪れた時、文斗寨・平鰲寨
の住民から一時借用した文書である。楊教授は貴州省文化庁の許可を得た上で、契約文書を日本
に将来し、のち1995年秋、借用した文書をすべて持ち主に返還している。
　この特殊な経緯を経て日本に一時的に集められた文書は、東京外国語大学アジア・アフリカ
言語文化研究所の共同研究プロジェクト「西南中国非漢族の歴史に関する総合的研究」で重点的
に整理・研究されることになった。1995年3月21日から同年7月21日まで国際交流基金の招聘
で、アジア・アフリカ言語文化研究所の客員教授として来日した楊有賡教授は、文書の分類（表
A.  山林賣契（山主の地位の譲渡をめぐる賣契）
B.  含租佃関係的山林賣契（栽手股の賣契「賣杉木字」、但し、山主が立てる「賣山場杉木字」の文面から、栽 
  手の存在が窺える文書も収録されている）
C.  山林租佃契約或租佃合同（植林着手前に立てられた請負契約と成林後に立てられる合同が一括収録されて 
  いる）
D.  田契
E.  分山、分林、分銀合同（空間分割・股分分割の合同と伐採売却時の代価分配に際して立てられた分銀清単 
  を収録）
F.  雑契（包含油山、荒山、菜園、池塘、屋坪、墓地之賣契及郷規民約、調解合同等）
G.  民国賣契
表１　『貴州苗族林業契約文書匯編（一七三六～一九五〇年）』所収文書の分類
分類標題は楊有賡教授によって付された。（　）は筆者による補足説明。この分類については『匯編』第一巻、寺田浩明教授の「解
説」を参照されたい。
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１参照）・整理を行い、また各文書の釈文を起こした。共同研究プロジェクトでは、この文書を検
討するために合計4回の研究会を開催した（表2参照）。この文書の学術的価値について、楊教授に
2回、武内房司教授に1回、また徽州文書との比較について、岸本美緒教授に1回、さらに法的
な立場から文書の類型と山林経営方式について寺田浩明教授に1回、それぞれ研究発表をして頂
いた。『匯編』研究編に収録された論考5篇（論考題名については表3参照）は、このような研究会の成
果を踏まえて執筆されたが、各執筆者は楊教授が契約文書と共に日本に携えてきた『皇
こうぼくあんこう
木案稿』、
『夫
ふ
役
えきあん
案』、『山
さん
場
じょう
底
てい
簿
ぼ
』など豊富な関連資料を活用して研究を深化させることができた。
　目下、『匯編』以外には貴州苗族の山林経営文書の資料集はまだ刊行されていないが、
王
おうそうくん
宗勛・張
ちょう
應
おう
強
きょう
両氏による文書17枚と関連資料1つが紹介されている（参照文献7・8）。
4．これまでの研究でみえてきた苗族による山林経営
　筆者は苗族の手になる契約文書ということで、当初はその資料が苗族固有な山林経営や文化装
置の実態を反映すると予期していたが、結局、文書の形式や山林経営の方式は徽州文書など漢族
地域と同様であり、非漢族としての特色が濃厚とは言えないことが判明した。だが、文書は文斗
寨と平鰲寨という二つの村落に集中していることもあって、事例研究に適しており、内容もこれ
までデータが極めて少なかった中国林業の実態を明示する事例でもあることが、共同研究プロ
ジェクトのメンバーの間で強く認識された。さらに、山林経営の検討を通じて、18～ 19世紀に
おいて当地の苗族が経験した社会・経済の変化を明確にし得ることが注目される点である。さら
に、この文書から苗族が山林経営を通じて漢族の進入から自己の村落を守護できたという仕組み
が見えるため、この事例は非漢族の歴史にとって非常に重要な意義を有していることが明らかに
なっている。
　このような自民族を外部の影響から守る体制は、木材交易制度によって維持されていた。簡単
にいえば、それは苗族が外部の漢族商人に、木材の産地への入山を許さなかった制度である。買
第一回研究会　1995年6月16日
　（1）武内房司氏（学習院大学）「貴州苗族山林関係契約文書の周辺」
　（2）楊有賡氏（貴州省民族研究所）「清代苗族山林契約文書的学術価値」
　（発表要旨はアジア・アフリカ言語文化研究所『通信』第85号、1995年11月25日、66頁に掲載）
第二回研究会　1995年7月14日
　楊有賡氏（貴州省民族研究所）「浅談苗杉商品化的発展過程」
　（発表要旨はアジア・アフリカ言語文化研究所『通信』第85号、1995年11月25日、66～ 67頁に掲載）
第三回研究会　1995年12月8日
　（1）寺田浩明氏（東北大学法学部）「貴州苗族山地契約文書を一読して」
　（2）岸本美緒氏（東京大学文学部）「貴州山林契約文書に関するコメント」
　（発表要旨はアジア・アフリカ言語文化研究所『通信』第86号、1996年3月25日、69～ 74頁に掲載）
第四研究会　1996年2月27日
　クリスチャン・ダニエルス「契約文書のコンピュータ入力に関する打ち合わせ」
　（発表要旨はアジア・アフリカ言語文化研究所『通信』第87号、1996年7月25日、43～ 44頁に掲載）
表2　アジア・アフリカ言語文化研究所主催共同研究プロジェクト「西南中国非漢族の歴史に関する総合的研究」において開
催された『貴州苗族山林契約文書匯編（一七三六～一九五〇年）』史料編と研究編作成のための研究会
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いつけにきた商人（水
すい
客
きゃく
）と木材を販売する地元の商人（山
さん
客
きゃく
）との交易は、清水江沿いの茅
ぼうへい
坪・
王
おうさい
寨・卦
けい
治
じ
という三箇所の商人が毎年輪番で仲介を担当することによって実施された。このよう
な木材市場の管理は、植林の過程から漢族の商人を締め出す役割を果たしていた。すなわち、こ
の文書によって苗族は自ら漢族の言語・経営方式を取り入れ、それを巧みに利用して自己の村
落社会の経済向上を果たした実態が呈示されている。この事例は中国の歴史学者の一部に根強い、
西南中国の「開発」が漢族の手によって担われたという一面的な見解に対して反論の材料を提供
している。
　錦屏県で苗族が人工栽培した樹種は広
こうようざん
葉杉で
ある。中国では杉木（学名 Cunninghamia lanceolata 
（Lamb.）Hook）と呼ばれている。広葉杉の植林作
業は（1）植林から成林（穀物栽培期間）まで
及び（2）成林から伐採までという2段階に分
けられるが、作業は請負関係によって行なわれ
ていたことが文書から確認できている。育林作
業を請け負った栽
さいしゅ
手と称される人は、最初の3、
4年間ほどは苗木と苗木の間に穀物を間作する
権利を有しており、そこにこの造林方法の特色
があった。
　文書に明示された植林をめぐる権利関係から、
山林経営の実態がかなり解明されるようになっ
た。山林経営は、山林地主（山主）と植林の管
理・維持を担当する栽手との間の請負契約関係
を通じて行なわれており、双方の権利が股
こ
分
ぶん
と
いう形で表示されている。この股分が細かく分
割され、他人に譲渡される場合もあった。通常、
栽手が植林から成林を経て樹木伐採売却まで
山林の保守管理を担当するが、伐採売却時に得
序 クリスチャン・ダニエルス（唐立）
第一章　清水流域の苗族が植林を開始するまで―林業経営へと駆り立てる諸要因
クリスチャン・ダニエルス（唐立）
第二章　清代苗族契約文書の学術的意義 楊有賡
 （武内房司訳）
第三章　鳴神と鳴官のあいだ―清代貴州苗族山林契約文書に見る苗族の習俗と紛争処理 武内房司
第四章　清代中国、貴州省清水江流域における林業経営の一側面―『貴州苗族山林契約文書匯編』
　　　　平鰲寨文書を事例として― 相原佳之
第五章　貴州の山林契約文書と徽州の山林契約文書 岸本美緒
表3　『貴州苗族山林契約文書匯編（一七三六～一九五〇年）』研究編の目次
写真3　広葉杉。広葉杉の幹は直立しており、また、その
直径が下から上までほぼ均一なため、清代では船舶の帆柱
など造船用材としての需要が大きかった。植え付けから
伐採に至るまで約20 ～ 40年しかかからず、植林に適して
いる。（1995年10月29日、錦屏県河口郷文斗下寨にて、写
真・ダニエルス）
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た代価は、諸経費が引かれたのち、山主と栽手の股分に応じて分配される仕組みになっている。
　さらに、林業経営の実態を解明するには、契約文書が史料として備え持つ有用性について指摘
しておきたい。文書は実生活の事例を一つ一つ伝えているので、それを用いて別の史料に掲載さ
れるデータの信憑性を検証することによって、より具体的な歴史像を読み取ることができる。こ
の点について、以下の二つの事例を挙げておく。
（1 ）何年周期で木材を伐採するかという問題に関してである。従来の史料では植林した
広葉杉が20年周期で伐採されると記しているが、契約文書を丹念に読めば異なった実
像が見える。例えば、乾隆13～ 15（1748～ 1750）年貴州巡撫を務めた愛
あいひつたつ
必達の『黔
けんなんしき
南識
略
りゃく
』巻二十一、黎平府には「樹は三、五年にして即ち成林し、二十年にして便ち斧
ふ か
柯
に供するなり（樹三五年即成林、二十年便供斧柯也）」とある。しかし、平鰲寨では植
栽から伐採に至るまでの期間は38～ 39年に及ぶ実例が契約文書から確認できる。すな
わち、伐採の周期は20年に限定されることなく、20年から40年未満の幅があったと考
えたほうが妥当ではないだろうか。
（2 ）成林するまでどのような種類の穀物が植林地で栽培されたかという問題に関してで
ある。愛必達の『黔南識略』巻二十一、黎平府には、土地の人によれば土壌を軟らか
くして広葉杉を植えやすくするために、「杉を種
う
うるの地に必ず預
あらかじ
め麦及び包
とうもろこし
穀を一、
二年種うべし（種杉之地必預種麦及包穀一二年）」とあるが、『匯編』所収C.  山林租佃契約或租
写真4　伐
き
り株から自然に生える広葉杉の苗。現在でもこの苗を採取して挿し木としている。文献からみれば、18世紀以降、
実生による苗木の確保が主たる方法であったが、挿し木から苗を育てる方法も併用されていたことが契約文書から確認できる。
（1995年11月3日、錦屏県平略郷平鰲寨にて、写真・ダニエルス）
中国少数民族が残した林業経営の契約文書（クリスチャン・ダニエルス）
153
佃合同の87件中、粟という字が見えるのは20件であり、トウモロコシ（包穀）は2件し
か出現しない。それから判断すれば、文斗寨と平鰲寨では、麦やトウモロコシよりも、
粟が間作として最も盛んに栽培されていたと言える。
5．　今後の研究の展望
　今後も新たな文書が発見されるだろうし、また既存の文書が読解されるうちに新解釈も生まれ
るに違いない。この文書群の本格的な研究は緒についたばかりなので、今後の研究がどの方向に
進むかについて予測を立てることは難しいが、『匯編』研究編に収録された論考には今後の研究
が取り上げなければならない問題も提起されているので、ここでそのうちの二つだけ紹介してお
こう。
　第一に、漢族商人の資本が山林経営に参与していたかどうかという問題である。相原佳之氏は
「清代中国、貴州省清水江流域における林業経営の一側面」（『匯編』研究編所収論考）において、山地
を買い占めた平鰲寨の山客（商人）が江西の商人に山主の股分を売り渡していることを明らかに
している。相原氏が呈示する、外来の山主が平鰲寨の山主と共同で林業経営を行なっていたとす
る事例からは、今までの研究者が想定したよりも外部の商人資本が苗族の山林経営に参与してい
た可能性もあることが示されている。
　第二に、漢文で作成された文書であっても、それを駆使して苗族社会の内部をどこまで掘り下
写真5　清水江で編束された 筏
いかだ
。このような筏は現在も、錦屏県から湖南省へ流送されている。（1995年10月26
日、錦屏県の県城付近にて、写真・ダニエルス）
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げることができるのかが重要な課題である。武内房司教授が「鳴神と鳴官のあいだ―清代貴州
苗族林業契約文書に見る苗族の習俗と紛争処理」（『匯編』研究編所収論考）で指摘するように、18～
19世紀において苗族が作成する漢文文書には、村人の記憶に残る「款
かん
」という伝統的社会的組
織に関する記述があり、その文書は伝統的な誓約・同盟の習俗に由来する紛争処理の方法がどの
ように変化していったのかを窺わせる史料にもなっている。すなわち、苗族が漢文を習得するよ
うになってから、従来、口承伝承あるいは木刻を通じて継承されていた規範・慣習が、今度は漢
文で書き記された形で伝承された場合があったとの指摘である。今後、さらに工夫を凝らして、
苗族が作成した漢文文書を利用して如何に苗族社会の内部を分析することができるかが大きな課
題となるであろう。
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